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（教育委員会）
（問）県立学校の海外交流の現状等について
教育委員会では，若い時期から，積極的に，海外の異なる文化に触れる機会を増やし，外国人と対面しても物怖じせず，意見を言うことができ，お互いを理解する力を実践的に身に付けさせる取組を進めており，県立学校では，海外の高校との姉妹校交流協定の締結を積極的に支援し，本年度中に，すべての学校で締結を終える予定であり，今後の本格的な活動に大いに期待し，また，学校活動だけに留まらず，地域を巻き込んだ交流が定着，発展していくことを期待している。

これまでの県立学校の海外交流の現状をどのように評価し，今後，どのような支援をしようとしているのか，教育長の所見を伺う。
（答）
　　　多くの学校では，修学旅行や語学研修などでの海外の学校への訪問や，授業の中で，メールのやりとりやインターネットを利用した討論を行うなど，海外の学校との交流が活発に行われております。

また，海外の姉妹校を受け入れた際に，郷土料理や郷土芸能を通じて，地域の人たちを交えた交流活動を行っている学校もございます。

学校からは，海外交流の活動が日常的なものとなり，外国の文化などに対する理解が深まるとともに，我が国の文化についての関心が高まっているという声を聞いており，交流の目的を概ね達成しているものと考えております。

今後とも，各学校における海外交流活動が一層活性化するよう，海外交流成果報告会などを通して，効果的な交流の事例を全ての学校に紹介するとともに，姉妹校への訪問に係る旅費や姉妹校からの訪問受入れに係る経費などの予算確保に努めて参りたいと考えております。
